
SCTシミューションソフトウエアーへの幾何データ入力作業

・岡山大・京教大・ 筑波大・ICEPP ・ KEK・G. Gorfine

・設計図を読み、部品の重量測定を参考にして、プログラムへの入力デー
タ（volumeの大きさ・位置・組成・重量）を作成する。

・Geant4へのインターフェイスを持つSCT_GeoModelプログラムをコーヂ

ディングする。

・プログラムを走らせて、図を描き座標・重量などをチェックする。

・DC3へのdeveloping versionとしてCVSに00-07-00として登録した （2005.9.1)。



GeoModel プログラムへの入力

作業webページ：http://atlas.kek.jp/si-soft/

ジオメトリーの構築プロセス（１）

設計図

位置・物質量のSpread Sheetの作表

実物の
重量測定

形状図の
作図



アトラスDC3プログラムへの登録！

Dev version 00-07-00 (Sept. 1,2005)ジオメトリーの構築プロセス（２）

形状図の
作図

GeoModelの練習・理解

C++、Athenaの練習・理解

Hepvis Viewer でチェック

入力データ

センサー位置
の確認

各部品重量のチェック 放射長分布の計算

コーディング作業：新クラスの生成など


